
 江戸時代、日本では現在

の太陽暦ではなく、月の満ち

欠けを基にした暦（こよみ）を

使って生活していました。 

 その暦についての事情や

歴史を当館の資料を使いな

がら紹介していきます。 

～次回予告～ 
2月18日(火) 

今回のテーマ 

京都府立京都学・歴彩館 資料課 藤原直幸 

開催日：2020年1月14日(火) 

時 間：14時～15時 

会 場：京都学・歴彩館1階 小ホール 

定 員：30名  

（当日13時30分より開場） 
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